
 

 

 

    

 ＜第 2６号・2016 年７月発行＞ 
   

２面／第３回ビブリオバトル  ３面／岡本真氏の講演を聴いて  ４面／三浦康子氏講演 

５面・６面／友の会活動の報告  6 面／図書館見学会案内  3 面・４面／市立図書館情報 

       

 

 

 

 

   掛川市立中央図書館・見学会 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館見学会 

 

 

                             

 マークデザイン 

                                「ビブリオバトルハンドブック」から 

 ★実施日…２０１６年９月１４日（水） 

 ★交 通…ＪＲを利用 

 ★見 学…図書館のほか、掛川城（関連施設）、 

ステンドグラス美術館、二の丸美術館、 

      など。 

 ★参加費…不要。ＪＲ運賃、昼食代は各自負担 

 ★参加案内…この会報６頁に記載しました案内を 

       参照ください。 

★参加申込…友の会見学会担当・桑原禎子 

       ☎ ０５４－６３５－０１２２ 

★申込締切…８月末日 

第４回 ビブリオバトル 

◆日時／１１月２３日（水・祝） 13:30～15:00 

◆会場／藤枝市立駅南図書館・集会室 

◆募集／⇒バトラー・５名（先着順） 

    ⇒観覧者・５０名（当日お出かけください） 

◆詳細／別途、チラシでご案内する予定です。 

    バトラーの受付開始日もチラシ参照下さい。 

    観覧は、申し込み不要です。 

耳で楽しむ 源氏物語・朗読会 其の弐 

    前回好評だった朗読会の第二弾。朗読は大石美代子さん。ご期待ください。 

 第１回・２０１６年１０月１６日（日） 

 第２回・     １１月１３日（日）  ■資料代／１回・３００円 

 第３回・     １２月１１日（日）      １回毎の参加でも結構です。 

 第４回・２０１７年 １月１５日（日）  ■朗読本は、瀬戸内寂聴訳を使用します。 

 第５回・      ２月１２日（日）            朗読を聴く形式です。 

 （各回の内容は２面をご覧ください。）  ■定員／各回、先着５０名 

                     

時 間：いずれも 13:30～15:00     ※詳細は「広報ふじえだ９月５日号」に掲載 

会 場：藤枝市立駅南図書館・集会室                する予定です。 

                   



 

第３回ビブリオバトル in藤枝市立駅南図書館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               ↑４名の発表者の皆さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜耳で楽しむ 源氏物語・朗読会 其の弐＞ ご案内 

会報１面でご案内している源氏物語朗読会、各回の内容は次のとおりです。 

 

６月 26 日（日）、駅南図書館の杉本館長さんにも

おいで頂き、昨年６月・年末に続く第３回ビブリオ

バトルを行いました。４名のバトラーによる紹介本

は別記のとおりです。 

観覧者を含む全員の投票により「十二単衣を着た

悪魔」がチャンプ本となりました。 

朗誦あり、歌のパフォーマンスありの個性豊かな

発表に参加者達は多少の戸惑いを感じながらも興味

深く観覧していたようです。 

25名の参加者からのアンケートでは、 

“ビブリオバトルを初めて知りました。挑戦者がい

ろいろで面白かった”、“世代を超えてトークが出来

たのを嬉しく思いました”、“自分の読まないジャン

ルの本が読みくなりました”など、次回に期待する

声が多数寄せられました。 

 

第４回は１１月２３日（祝日）です。 

大勢の観覧者、バトラーを募っています。 

（報告・友の会会員 後藤芙美枝） 

「獄門島」（横溝正史著） 

「Bad∞And∞Night」（ひとしずくp著） 

「陸を知らない子犬たち」（永戸潮著） 

「十二単衣を着た悪魔」（内館牧子著） 

ビブリオバトル・ルールはいたって簡単 【公式ルール】 

１．発表参加者が、読んで面白いと思った本を持って集まる。 

２．順番に、一人５分間で本を紹介する。 

３．それぞれの発表の後に、参加者全員で、その発表に関するディスカッションを２～３分

行なう。 

４．全ての発表が終了した後に、「どの本が一番読みたくなったか？」を基準とした投票を、

参加者全員一票で行い、最多票を集めたものを『チャンプ本』とする。 

 

【ルールの補足】抜粋 

・原稿やレジュメなどは用意せず（メモ程度ならＯＫ）、できるだけライブ感をもって発表する。 

・５分を超えての発表や、途中で終了してしまうのはルール違反 

・ディスカッションタイムでは、質問する人は発表者をからかうような質問や批判、自分自身の 

 意見表明をしない。またコンパクトに質問する。 

・発表が良かったか…ではなく、発表を聴いてどの本が読みたくなったかで投票する。 

第１回・２０１６年１０月１６日（日） 六条の御息所 

 第２回・     １１月１３日（日  末摘花 

 第３回・     １２月１１日（日） 朧月夜の君 

 第４回・２０１７年 １月１５日（日） 明石の君 

 第５回・      ２月１２日（日） 紫の上 

https://www.amazon.co.jp/%E6%BA%90%E6%B0%8F%E7%89%A9%E8%AA%9E-%E5%B7%BB%E5%9B%9B-%E8%AC%9B%E8%AB%87%E7%A4%BE%E6%96%87%E5%BA%AB-%E7%80%AC%E6%88%B8%E5%86%85-%E5%AF%82%E8%81%B4/dp/406275701X/ref=pd_sim_14_3?ie=UTF8&dpID=51g8y6sTv5L&dpSrc=sims&preST=_AC_UL160_SR114,160_&psc=1&refRID=SSAYJK9PT8J5N3ZMPAWD


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     藤枝市立図書館では、子ども読書活動推進計画に基づく 

                     事業として次のものを計画しているそうです。 

                     募集要領などは「広報ふじえだ」へ掲載されます。 

 

静岡県図書館交流会の講演を聴いて 

大石美代子（友の会会員） 

 アカデミック・リソース・ガイド（株）代表取締役／プロデューサー岡本 真氏の講演

会「未来の図書館、はじめませんか」をお聞きした。数多くの図書館プロジェクトに関わ

ってこられた実績も豊富で、地元の図書館しか知らない私は、終始圧倒されたような思い

で聞いていた。 

図書館ブームの中で考える図書館の基本・二階建ての図書館論は面白かった。 

 一階は情報・知識へのアクセスが出来るところ、若年層や貧困層にも対等に無料でアク

セス出来ることが大切、憲法を尊重する立場に立って、知る権利を保障できなくてはなら

ない。二階の部分は多様化する市民のための活動とその広がりと深まりを考えていこうと

言われた。 

あらためて枠組みの整理をするために、図書館員・公務員さんだけに任せるのではなく

個人が参画していく必要がある。住民の自治によるものがほしい、と力説された。 

 「わが町の図書館を知りつつ、よその図書館を見て、わが町の図書館を充実させていく

力を作りたいもの」「よその町の図書館をよく見て、比較するたくさんの事例を知ってお

くことが重要」と結ばれた講演会を聴き終えて、当「友の会」主催の図書館見学会に期待

を寄せているところです。 

（６月４日、静岡県立中央図書館にて。岡本氏のプロフィールは会報 25号へ掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

      講演する岡本氏 

 

ｉＰad を使ったオリジナル絵本作り（２回開催） 

 日 時：１０月２９日（土） １回目 10:30～  ２回目 14:00～ 

 場 所：岡出山図書館 視聴覚室 

 講 師：朝倉民枝氏（株グッド・グリーフ代表取締役） 

 対 象：４歳～小学生（未就学児から小学３年生は保護者同伴） 

 定 員：各回８名＋保護者（事前申し込み） 

 内 容：おはなしづくりソフトを使用して、ＰＣタブレットでオリジナル絵本を作成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       前ページ同様、募集要領は「広報ふじえだ」へ 

掲載されます。 

 

 

三浦康子先生の話を聴いて 

齊藤けい子（友の会会員） 

  

子どもが破っても惜しくない百円程度の絵本が、本屋の店頭

のぐるぐる回る本立てに、どの絵本も同じ色彩同じ判で押した

ような顔で並んでいた。長女への一冊目は、その一冊だった。 

その後、長女が三歳、次女が二歳のころ日本児童文学の大会

が三保で開かれて参加し、私の「子どもの本」への開眼ができ

た。今回の講演会は久しぶりに子どもの本と向き合える機会と 

なると、とても楽しみにしていた。にもかかわらず会場を間違え開始に間に合わず残念だっ

たし、先生には大変失礼なことをしてしまった。 

先生のお話は、子どもの良い本に出会うことの大切さを改めて深く感じる尊い時間となっ 

た。お話の中の「小さいモモちゃん」「モモちゃんとアカネちゃん」など、なつかしい書名

もたくさん聞けたし、お父さんとの別れ等「えっ」と、読み聞かせることを躊躇したことな

どが思い出された。でもそれは、自分も親であると同時に一人の人間として、子どもの前で

真実の姿を見せる厳しい教えでもあった。 

 子どもの本を通して、親も子も本当に多くのことを 

学ぶことが出来たし、子育ての力にすることが出来た 

と思う。二人の娘達も読み聞かせをして子育てをしたし 

その孫達も高校生以上となり、じき読み聞かせをしな 

がら子育てをするママたちになっていく。 

「子どものための良い本」と「読み聞かせ」は、歴史 

として受継いでいきたいものだと思う。 

                   ２０１６年５月８日（日）・高洲地区交流センター 

藤枝・図書館友の会主催「♪絵本を楽しむ♪講座」 

講師／三浦康子氏 

製本講座「オリジナル読書ノートを作ろう！」（３回開催） 

 日 時：１１月１３日（日） 岡部図書館  １３：３０～ 

     １１月１９日（土） 駅南図書館  １３：３０～ 

     １１月２７日（日） 岡出山図書館 １３：３０～ 

 講 師：折金紀男氏（ＳＢＳ学苑「装丁講座」講師） 

 対 象：どなたでも 

 定 員：各２５名（事前申し込み） 

 内 容：装丁づくりを学んで、きれいな読書ノートを作って、たくさん本を読んで語彙力アップ 



     

藤枝・図書館友の会の活動（会発足 2009 年４月～） 

 

 

 

 ※１．「静岡県図書館大会」、「静岡県図書館交流会」へは、２００９年以降、毎年参加 

  ２．会発足を契機にホームページを開設、随時更新している。 

 

☆講座・講演内容 

2009年…「駅南図書館のコンセプト・目指すもの」（駅南図書館・種石館長）、 

「図書館運営の現場から」（駅南図書館職員）、「図書館ボランティアを考える」（勝山 高氏）、 

「図書館が日本を救う、公共図書館の役割と課題」（常世田 良氏） 

2010年…「ふるさと発掘・発展シリーズ講座」として、①「東海道の開通と藤枝の発展」（井沼一氏） 

     ②「かわら版で読み解く岡部の歴史」（池谷圭次、松谷和子、大石美代子各氏）、 

③「ふるさと藤枝の民話から」（八木洋行氏）、 

「本というもの～本と人を繋ぐ書店の役割」（斉藤行雄氏） 

2011年…「ふるさと発掘・発展シリーズ講座」、①「玉虫・町おこし・韓国慶州へ」（芦澤七郎氏）、  

②「ドキドキ夏の宇宙教室」（鈴木豊氏）、③「作家・藤枝静男その生涯と作品」（青木鐡夫氏）、 

「東日本大震災と図書館」（新 出氏） 

2012年…「国立国会図書館ってどんなところ」（高塚年明氏）、「子どもの天文教室」 

2013年…「大人への読み聞かせ～私の出会った人たちの中から」（原田誠治氏） 

    「子どもと大人の、びっくりドッキリ化石教室」（鈴木政春氏） 

2014年…「映像で語る世界の図書館」（栗田 仁氏） 

2015年…「絵本で楽しむ図書館の魅力」（草谷桂子氏）             ＜次頁へ続く＞ 

 

区分     年度 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 

講座・講演 ４回 ４回 ４回 ２回 ２回 １回 １回 

本のリサイクル市 34,005円 70,102円 88,100円 101,445円 60,176円 67,052円 中止 

図書館見学会 岡出山 

岡部 

浦安市 

富士宮市 

田原市 

豊橋市 

御前崎市 静岡市 

麻機北部 

未実施 函南町 

会報発行 ６回 ４回 ３回 ３回 ３回 ３回 ３回 

図書館 

ボランティア 

本整理 本整理 本整理 本整理 中止 読み語り 読み語り 

読書会・朗読会  ３回 ２回 ２回 ２回 １回 ５回 

ビブリオバトル      １回 ２回 

市長・図書課長 

等懇談 

２回 ３回 ２回 ３回 ２回 ２回 ２回 

会員数 150名 149 名 140名 127名 118名 111名 109名 

運営委員数 34名 28 名 23名 18名 16名 16名 17名 

運営委員会開催 ５回 ６回 ７回 ６回 ５回 ６回 ７回 

今年６月４日開催の「第２０回静岡県図書館交流会」で、南雲会長が“藤枝・図書館友の会の活動

と課題”と題する報告を行いました。その内容は、友の会の前身“藤枝に新しい図書館をつくる市民

の会（2003年発足）”から今日に至る足取りを概観したものですが、ここでは駅南図書館開館を契機

に「友の会」へ発展改組した 2009年以降の活動についてまとめた部分の資料を紹介します。 



＜前ページからつづき＞ 

☆読書会・朗読会 

     2010年…「金子みすゞ」2回、「小泉八雲」1回 

     2011年…「カルタで遊ぼう 百人一首からトランプまで」「懐かしのおとぎ話の唄」 

     2012年…「小川文学に酔う」（嶋田みね子氏）、「村上春樹さんをテーマに」 

     2013年…「森鴎外と女」（橋本良子氏）、「マクベス」（又木克昌氏） 

     2014年…「お気に召すまま」（又木克昌氏） 

     2015年…「源氏物語・連続朗読会」5回（大石美代子氏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  掛川市立図書館見学とその周辺散策～電車にゆられて ＜ご案内＞ 

 

                           

                            

 

 

 

 

 

 

                                 ↓ ステンドグラス美術館 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

◆実施日／２０１６年９月１４日（水） 

◆集 合／藤枝駅改札口・９時 

     藤枝発 9:08⇒掛川着 9:34 

◆内容等／次のように予定します。 

①中央図書館見学 10:00～11:30 

   職員の説明を聞きながら見学 

②周辺見学 掛川城、ステンドグラス美術館屋 

二の丸美術館のセット券を友の会負担で

購入・配布します。 

③昼食と交流会 12:40～15:00 

   竹の丸見学の後、同所で昼食と懇談               

◆15 時、現地解散、その後、自由観覧 

大日本報徳社、報徳図書館などの観覧も

お勧めです。 

◆参加費用 次のものを個人負担願います。 

①ＪＲ交通費（往復 1,000 円）、 

②昼食代・1,620 円 

藤枝・図書館友の会から皆さまへ 

⦿ 1 面記載のように夏から秋へ向けた行事のご案内

をしました。関心あるもの、都合つくものへ、ぜひ、 

 ご参加ください。 

⦿ 市立図書館の情報は、時期にあったものを掲載さ

せていただきます。図書館が主催する行事も多くの

市民の参加で盛り上げていきたいものです。 

⦿ 友の会会員を引き続き募集しています。 

  会費は一口年額 1000円です。お知り合いの方へ 

 友の会入会を勧めて下さるようお願いします。 

  募集チラシ・会費納入書等、右記連絡先まで。 

 ２０１６年度会費未納の方、ご協力よろしく！ 

藤枝・図書館友の会ニュース第２６号 

２０１６年７月発行 

 

 

 

 

 

 

友の会事務局 〒426-0044 

藤枝市大東町 304-3 桑原方 

電話・FAX054-635-0122 

ＨＰ藤枝・図書館友の会 検索 
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